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学校・家庭・民間教育事業者の
連携ビジネス開発SWGの概要
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活動目的
学校、家庭と、地域の民間教育事業者（学習塾など）が連携して、児童生
徒を中心において支える教育事業（連携ビジネス）について、具体的な実
証の中で有用性、課題を把握し、ビジネス化に向けての解決策を検討する。

活動方針

・民間教育事業者もしくは学校で、実際に進めたい活動テーマを持ってい
る方（主催者）を中心にした、具体的な実証活動を中心とする。
・その連携ビジネス活動テーマごとに教員、保護者、事業者が参加した
テーマメンバを主催者が主導して設定する。
・テーマメンバ毎に実証され、サービス化に向けて、活動する。
・ただし、SWG全体としての情報共有は別途行う。

活動メンバー
（実証メンバ含）

デジタル・ナレッジ
市進
Z会ラーニング・テクノロジ
ペガサス



2015年度 活動報告

• 活動実績
 ドリームスクールプロジェクトの一環として実証した以下の結果を踏ま

え、SWGとしてビジネス開発の検討を実施。

• 放課後ICT授業実証 ー 実証校 葛城市、箕面市

• 習熟度マップ実証 ー 実証校 登米市

• 課題、反省
 実証はできたが、サスティナブルなビジネス開発にまでは至らなかった。
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2016年度 活動計画

• 具体的な活動（ねらい、成果イメージ）
 SWGメンバーを拡大し、昨年の実績を共有、これを研究し、まったく

新たなビジネス開発のモデルを検討します。

 昨年実施した２つのビジネス開発モデルについては、より多くの学校で
実証を進め、サスティナブルにするためのブラッシュアップを実施する。

• スケジュール
 年内にサスティナブルなビジネス案を作成する。

 年度内に利用したいモデル校と民間を選定、マッチングさせる。

• 体制、メンバー
 未定

• 想定費用 等
 未定
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学校・家庭・民間教育事業者の連携ビジネス開発SWG

ドリームスクール実践モデル

プロジェクト プロジェクト プロジェクト
登米市

塾

通信
教育
・・・

技術標準化WG
単元ID（MAP）の共通化

プロジェクト

箕面市・葛
城市



地域の学校 学習塾

学校のPCルームで
見る 自宅で見る

学習塾で見る

生徒は、自分のペース
で学習し、個別指導を
受けることができるので、
基礎学力を向上できま
す。

保護者は、学校・塾での学
習状況の把握ができます。

個別指導

ICTを活用し、学校と塾が連携して生徒の基礎学力を
アダプティブに補う、地域連携モデル

学校のメリット
①ICTを利用し、放課後補
習事業を安価に行えます。

②基礎学力の向上が図れ
ます。

③先生は本来の授業に集
中できます。

■放課後定期テスト前など、年間
５日×４回×２時間程
度。近隣の塾の先生が
放課後、個別指導に訪
問。

学校に訪問しない時期
も塾を開放し、学習場
所を提供するとともに
不明点などの個別指導
を行います。

プロジェクト例


